
第５号様式
令和 7年 12月 17日

下記事業所について、次のとおり運営推進会議を開催したことを報告します。

運営推進会議開催報告書

１．基本情報

事業所名 グループホーム のぞみ

サービス種別 認知症対応型共同生活介護

所在地 横浜市港北区日吉本町6-66-3

担当者 山田 智奈 連絡先 045-560-6312

運営法人 株式会社 ゆい

２．開催日時・場所

日時 令和7年12月17日 15時50分 ～ 16時10分 場所 日横クリニック 会議室

４．活動状況報告

別紙（様式３）のとおり

（裏面あり）

３．出席者

高田地区 民生委員・児童委員

当該サービスに知見を有する者 日横クリニック 医師

地域住民の代表者 日吉本町西町会 会長

当該サービスに知見を有する者 日吉堂薬局 薬剤師

当該サービスに知見を有する者

氏名 分野 備考（所属・従事経験など）

地域住民の代表者 高田地区 民生委員・児童委員

地域住民の代表者

ひよこ訪問看護ステーション 看護師

当該サービスに知見を有する者 イシダ薬局 薬剤師

市の職員又は地域包括支援センターの職員 下田地域ケアプラ 社会福祉士

市の職員又は地域包括支援センターの職員 高田地域ケアプラ 看護師

当該サービスに知見を有する者 ひよこ訪問看護ステーション 理学療法士



　　

８．その他特記事項

特になし

５．活動状況に関する評価・意見・要望

＜活動状況について＞

①薬剤師：
(薬の事故について）やはりもう一度よく確認するようにしてほしい。自身の薬局でも事故があったので振り
返ることは重要だと思う。思いのほか高齢者は薬の飲み込みが難しく、意図せずに口腔内に残ってしまうこ
とがある。利用者に応じて薬の剤形(ざいけい）を変えるなどしてもまだ事故は起きてしまうものなので、薬
局として協力できることは行っていきたい。

②理学療法士：
初めて会議に参加させていただいたが、施設として色々な行事をされているのを知り、利用者の皆様も楽
しいのではないかと感じた。
事故に対してもしっかり対策をされている。自分たちも事故とは無縁ではないので、私自身も振り返りをしっ
かりしていきたいと思った。

６．評価・意見・要望に対する考え・取組

①今後も引き続き誤薬事故防止にむけての取り組みは行っていきます。必要時は専門家に協力を依頼し
ていき
よい良い事故防止策の検討も行っていきたいとおもいます。
②今後も入居者様の生活の安全を考えながら、日々を穏やかに、楽しく過ごしてもらえるように支援を続け
ていきたいと思います。

７．地域からの情報提供

特になし



第４号様式
2025年12月1日

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

名 名 名 3名

目標に向けた
具体的取組

【事業所のしつらえ・環境】
・やりがいを促進する職場環境

【事業所と地域のかかわり】
・外出の機会を設ける
・地域と関わる機会を設ける

【業務・職員について】
・自己覚知・自己分析をし、他者とのかかわりを見直す
・相手に応じた挨拶や言葉遣いを学んでいく

４．活動報告

〇社内研修
ジョブメドレーアカデミー（eラーニング）

9月…身体拘束の排除・高齢者虐待に関する研修
10月…プライバシー保護の取り組みに関する研修研修
11月…非常災害時の対応に関する研修

〇社外研修
9月18日合同職員研修（管理者研修） 管理者1名参加しました。

 
〇行事
  9/18 かぼちゃカレー・冬がんスープ作り

10/8 夢見が﨑動物公園ヘドライブ
10/8 秋の味覚たけのこ・きのこの炊き込みご飯と豚汁作り

  10/31 くじら保育園と一緒にハロウィン
11/2 お好み焼き作り
10月・11月 お誕生日祝い

毎月第2土曜日 フラワーアレンジメント
毎月第3土曜日 移動販売パン屋さん(エッセン)

２．登録者の状況

登録者数（ 11月 30日現在） 女性 8  名 男性 1 名 計 9 名

3 名 0  名 3 名

３．運営方針

事業所の目標
事業所の理念： その人らしく生きる～その一瞬を大切に～
今年度の法人目標：「あなたが生み出すたくさんの小さな感動」
今年度目標： 「笑顔は心を繋げるツール！」

要介護度(平均2.8 ）

担当者 山田 智奈 連絡先 045-560-6312

運営法人 株式会社 ゆい

活動状況報告書（認知症対応型共同生活介護）

１．基本情報

事業所名 グループホーム のぞみ

所在地 横浜市港北区日吉本町6-66-3



毎日、体温・血圧測定を行い、普段と違った様子はないかを観察し、体調確認をしています。
感染症の流行る時期になったので、引き続き感染対策には最新の注意をはらい行っています。
必要時、医師や看護師と連携し対応しています。

日吉本町西町会の文化祭にて出品されていた手編みの帽子を利用者9名分寄付を頂きました。

８．その他特記事項

（職員の入退職・異動等）

６．事故・ヒヤリハット報告

内容

 《GHのぞみ》事故（ 4件）（内行政報告 1 件）ヒヤリハット（ 9 件）

事故①転倒 10/1 (4:15) トイレ誘導後、水を流している間に利用者が先に一人で居室へ
          戻られて しまい、ベットからはみ出た布団に座りずり落ち、右側臥位に倒れた。

事故②打撲 10/16(7:30) トイレのドアを開けると、頭を抱えて痛いと言っていた。
便失禁をした後の処理をご自身でしていた様子あり。床を掃除していて、後頭部を
洗面台の手すりにぶつけてしまった可能性がある。

事故③転倒 11/6 (13:30) 椅子から立ち上がり、方向転換をした際にバランスを崩し
          転倒される。

事故④落薬 11/22(11:45) 昼食の為居室へ行くと、ベットの頭側にあるテーブルの下に
          コーティングのとれた薬が床に落ちているのを発見する。

ヒヤリハット 9 件
①転倒・転落のリスク 1件
②けがのリスク 2件
③異食の可能性 1件
④皮下出血 5件

改善策

事故①原因…トイレ後居室まで誘導する事できなかった。
布団がずれており、滑りやすい状態であった。

対策…ベットに戻るまで付き添う

事故②原因…朝方の便失禁が多い方であったが、対応が遅くなった
 排便コントロール調整中で、下痢と便秘を繰り返していた
 洗面台の手すりは普段からスタッフもぶつかりやすい場所であった

対策…朝方の排便対応は優先して行う。手すりに緩衝材をつけた

事故③原因…転倒の危険がある方と意識はしているが、行動予測ができなかった
一人でフロアの対応をしている時間帯に、車椅子にて介助が必要な方のトイレ誘導
をしてしまった。ふらつきがあり、立ち上がりや歩行が不安定な利用者であった

  対策…転倒リスクがあることは念頭におき、日頃の行動観察を行い状況に応じた
対応ができるようにする

事故④原因…内服後の口腔内の確認をしなかった
機嫌の悪いときは拒薬のある方である
口腔内に残っている薬を異物と思い吐き出してしまった可能性がある

 対策…内服後は口腔内に薬が残っていないか確認をする
機嫌の悪いときは時間をあける。服薬後に口腔ケアをする。

７．地域への情報提供

５．健康管理




